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第１章　データサイエンスの導入前に検討すべきこと
第２章　データ収集の仕方・考え方
第３章　データの前処理～基礎から実践的処理まで
第４章　分析結果の評価方法
第５章　データ分析の進め方、現場への導入例やその提案
　第１節　機器・設備の時系列データの異常検知
　　第１項　設備（単体）での時系列データを元にした異常検知（教師データなし）
　　第２項　設備（単体）での時系列データを元にした異常検知（教師データあり）
　　第３項　プロセスデータ（時系列データ）を活用した設備の異常検知技術
　　第４項　マハラノビスタグチ法（MT法）による物流搬送システムの異常稼働検知
　第２節　産業用ロボットへの機械学習技術の適用
　第３節　製造プロセス・生産現場
　　第１項　データの持つ複雑さに堅牢な異常検知技術
　　第２項　製造現場における未知の異常・故障検知を行うインバリアント分析技術
　第４節　研究開発プロセス・基礎研究
　   第１項　AIと分子シミュレーションを用いた材料物性の予測
　   第２項　機械学習による粒界構造探索

　　第３項　機械学習の解釈性を活用したマテリアルズ・インフォマティクス
　　第４項　技術文書からの必要情報抽出と可視化
　第５節　マーケティング活用
　　第１項　BtoCマーケティングのAI/機械学習事例
　　第２項　生存時間解析を用いた長期的顧客満足度向上に向けた商品推薦システム
　第６節　医療
　　第１項　医療画像の処理分析
　　第２項　ウェアラブルセンサと機械学習を用いた心理状態の推定と可視化
　第７節　複数パラメータの組み合わせ
　　第１項　画像の色分析による野菜・果物の味の可視化
　　第２項　マルチモーダルによる規約違反出品検知への応用と運用について
　　第３項　正常品データのみからでも可能な異常検知技術とその実例
　　第４項　プローブデータ分析による各種運行状況推定技術とその取り組み
第６章　ビジネスへの適用にあたって
　第１節　AI／機械学習導入プロジェクトにおけるプロジェクトマネジメント
　第２節　AIを活用できる企業の作り方

★顧客や自社の目的から逆算し、AI（人工知能）をはじめとする「技術や手段」を正しく扱うために・・・。
⇒データサイエンスによるサービス開発の手順を整理し、どのようなステップで臨むべきかを考察。
課題設定に応じたモデル選択のポイント、これからの時代重宝されるであろう人材やスキル、等。

★質の高いデータを効率的に取得するための手順と考え方。
⇒センサ選定・設置条件、データ収集の進め方。データの過不足や取得コスト、解析コストを抑える方法とは？
★【プロジェクト成否の鍵を握る！】　データ前処理の実践的テクニックを解説
⇒データの種類に応じた特徴量生成方法、水増し・転移学習の方法、欠損値が生じた際の考え方とその補完・
除去・置換方法、前処理にどの手法を用いるべきか？その見極め方、リーケージ（余計なデータの混入）の対策、
処理に便利なツール一覧など、活躍中のデータサイエンティストが指南！
★どの指標を使って機械学習モデルを評価するべきか？ 近年注目の説明できるAI（XAI）とは？
⇒汎化性能向上のための対策、再現率と適合率の両立、クロスバリデーション、精度、再現率、F値、ROC曲線等
★データ分析の進め方や導入例を、分野別で解説！
⇒現場のエンジニアなら共感必須のお困り事やその対応等、実務に役立つテクニックを随所で言及！
★多くの企業がAI・機械学習導入に失敗する要因は？成功するプロジェクトの共通点とは？
★AI導入に伴う組織の整備、開発物の運用稼働ノウハウ、事業収益性の評価をどうするべきか？
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